
大山崎町監査告示第３号  

監査請求に伴う監査結果について

 地方自治法第９８条第２項の規定による大山崎町議会の請求に基づく監査を実施したので、

その結果を同法第１９９条第９項の規定により、別紙のとおり公表します。

     令和５年１１月１７日

 大山崎町監査委員 楠木 仁史

                       同     井上 治夫
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大山崎町議会の請求に基づく監査結果報告書

第１ 監査の種類

  地方自治法第９８条第２項の規定による大山崎町議会の請求に基づく監査

第２ 監査の対象

   １．ラグナ州・ファミー市と京都府大山崎町の姉妹都市提携にかかる覚書の締結に関

する経緯・過程

 ２．経費

 ３．事前調査の内容

 ４．仲介人の氏名（国内・国外）

 ５．交渉時の通訳の有無と係る経費（ＷＥＢ・来日時とも）

 ６．同上の大山崎町側の同席者と役割

第３ 監査の期間

  令和５年９月２８日から令和５年１１月１３日まで

第４ 監査の方法

地方自治法第１９９条第８号の規定に基づき、総務部企画財政課から監査に必要

な関係資料の提出を求め、総務部企画財政課職員に対し聞き取り調査を行い、関係

書類の内容確認及び照合等による監査を行った。

第５ 監査の着眼点

１．候補都市の選定から覚書の締結までの一連の事務手続きは適切であったか。

 ２．経費の支出について

   経理手続き及び支出科目について適切であったか。

第６ 監査の結果

１．ラグナ州・ファミー市と京都府大山崎町の姉妹都市提携にかかる覚書の締結に

関する経緯・過程について

令和４年１２月９日から令和５年７月２９日までにおける事務手続きの過程に

ついて、その内容（事務手続き等の項目、相手方、町側対応者、場所、具体的な

内容、通訳の有無など）について、文書を確認し、聞き取りを行った。

特記すべき事項として、フィリピン ラグナ州ファミー市との覚書の調印に際

して、議会において予算が否決され交流が実施できない場合などは、年に１回の

交流を強制するものではないことの確認がなされていることを確認した。
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また、覚書で調印した事項が実施できない場合に、町がその責任を問われるこ

とはないとの認識も確認した。

２．経費について

（１）議会で否決された予算の支出はないかの聞き取りを行った。

フィリピン ラグナ州ファミー市の市長・副市長・秘書の３名の旅費及び宿泊

費はファミー市側の負担であり、大山崎町からの支出はないことを確認した。

（２）町長交際費の支出について、領収書の原本を確認し、聞き取りを行った。

フィリピン ラグナ州ファミー市長等の来町にあたり、３件の食事代と２件の

手土産代の支出があったが、いずれも常識的な範囲での支出であった。

なお、２件の手土産代の支出において、町長個人のクレジットカードによる立

替払いであることを確認した。立替払いについては、支出の事務処理上不適切で

あることから、今後は適正な事務処理を行うよう指摘した。

（３）フィリピン ラグナ州ファミー市長等の来町に関わる経費の支出は、上記の

他にないことを確認した。

３．事前調査の内容について 

    事前調査については、前述した事務手続きの過程において確認した。

その中で、町長と仲介者２名による無料通信アプリ「ＬＩＮＥ」を使用したラ

イングループでのやりとりの履歴の内容を経時的に確認した。（令和４年１２月

９日から令和５年７月２３日まで）

ただし、町長個人による無料通信アプリ「ＬＩＮＥ」の履歴を公文書として取

り扱うかについては疑問が残る。

４．仲介人の氏名（国内・国外）

いずれも、既述の事務手続きの過程において確認した。

 ５．交渉時の通訳の有無と係る経費（ＷＥＢ・来日時とも）

オンラインでの懇談時及び本町への来町時には、通訳を配されていたが、いず

れの場合も無償であったことを確認した。

 なお、会食に同席した通訳の食事代は町長交際費に含まれているが、既述のと

おり、常識的な範囲での支出であった。

６．交渉時の大山崎町側の同席者と役割

いずれも、既述の事務手続きの過程において確認した。
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なお、特記すべき事項はない。

７．事務処理について

監査の結果、経費の支出や事務処理の進め方及び記録の保全等において、現在

のところ不正及び背任的な項目は見当たらない。

しかし、監査結果項番３．でも指摘したが、無料通信アプリ「ＬＩＮＥ」のや

り取りを公文書扱いとするのかについては、今後は慎重に取り扱うべきである。

なお、事務処理の適正化及び透明性の確保の観点から、町長と職員それぞれの職

責の認識を明確にし、今後の適正な事務の執行に努められるよう指摘した。

第７ 附帯意見 

大山崎町として海外都市との国際交流における友好都市提携をめざすならば、フ

ィリピン ラグナ州ファミー市長等の来町を受けるにあたり、その経過や進捗状況

を町長から町議会に報告する努力が不十分であったことは否めない。 

一方、町議会においては、町の施策（事業）の実施にあたっての監視の遂行はも

とより、町長と町議会との意思疎通を図る努力や対応をなされるべきであったので

はないかと思慮する。（議長においては令和５年７月６日に、副議長においては令

和５年７月１０日に、フィリピン ラグナ州ファミー市長が視察のために来町され

ることの報告を町長から受けられている。） 

なお、町議会において継続的な調査がなされていることから、今後は、町議会及

び議員自らの監視機能の向上に努められたい。


